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一

承

前

尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
〜
一
七
一
六
）
に
つ
い
て
語
る
場
合
、
現
在
で
は
、「
琳
派
」
の
絵
師

と
し
て
取
り
上
げ
る
の
が
一
般
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
光
琳
在
世
当
時
、「
琳
派
」
と
い
う
流

派
が
存
在
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。「
琳
派
（
尾
形
流
）」
を
代
表
す
る
絵
師
と
し
て
光
琳
を
位

置
づ
け
た
の
は
酒
井
抱
一
が
初
め
て
で
、
光
琳
が
没
し
て
百
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

抱
一
以
前
か
ら
諸
書
に
お
い
て
光
琳
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
前
稿
ま
で
、
江
戸
時
代
の

文
献
を
通
し
て
窺
え
る
光
琳
に
対
す
る
認
識
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
（
イ

メ
ー
ジ
）
の
変
遷
に
つ
い
て
た
ど
っ
て
き
た
。

特
に
前
稿
に
お
い
て
、
一
八
〇
〇
年
前
後
の
江
戸
に
お
け
る
光
琳
像
を
検
証
し
た
結
果
、
以

下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
大
田
南
畝
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
の
識
者
の
間
の
こ

と
で
あ
ろ
う
が
、
天
明
年
間
（
一
七
八
一
〜
八
九
）
頃
に
は
光
琳
画
が
鑑
賞
さ
れ
、
光
琳
に
関

す
る
情
報
の
収
集
が
図
ら
れ
て
い
た
。
続
く
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）
か
ら
享
和

年
間
（
一
八
〇
一
〜
〇
四
）
に
か
け
て
、
光
琳
画
に
対
す
る
関
心
が
次
第
に
高
ま
り
、
そ
れ
に

呼
応
し
て
、
光
琳
画
風
を
伝
え
る
『
光
琳
画
譜
』
が
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
出
版
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
大
田
南
畝
『
一
話
一
言
』
や
加
藤
曳
尾
庵
『
我
衣
』、『
竹
垣
直
清
日
記
』、
斎
藤
彦
麿

『
図
画
考
』、『
文
晃
畫
談
』
な
ど
か
ら
、
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
）
に
入
る
と
江
戸
で
の

光
琳
画
受
容
が
本
格
化
す
る
と
と
も
に
、
各
種
資
料
を
探
索
し
て
光
琳
像
が
再
構
築
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
京
坂
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
認
識
も
付
け
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
光
琳
が
宗
達
画
を
模
写
し
て
お
り
、
そ
れ
が
「
畫
本
」
と
し
て
弟

の
乾
山
へ
、
さ
ら
に
何

へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
、
大
田
南
畝
や
抱
一
な
ど
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
何
に
基
づ
い
て
の
こ
と
か
は
不
明
な
が
ら
、
よ
り
広
範
囲
の

人
々
の
間
で
、
光
琳
が
や
ま
と
絵
系
の
作
品
を
描
く
絵
師
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

江
戸
の
地
で
抱
一
は
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
、
新
た
な
光
琳
像
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

（

）
１０３

七
、
酒
井
抱
一
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
光
琳
像
─
『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
中
心
に
─

酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
〜
一
八
二
八
）
の
伝
記
や
画
業
に
つ
い
て
は
、
先
学
に
よ
る
優
れ
た

研
究
が
あ
り
、
こ
こ
で
そ
の
詳
細
に
立
ち
入
る
こ
と
は
避
け
、
概
略
の
み
を
記
す
こ
と
に
す

る
。抱

一
は
、
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）、
有
力
な
譜
代
大
名
で
あ
る
姫
路
藩
・
酒
井
雅
楽
頭
家

の
次
男
と
し
て
江
戸
で
生
ま
れ
た
。
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
に
十
七
歳
で
元
服
し
た
頃
に
は

江
戸
座
の
馬
場
存
義
を
師
と
し
て
俳
諧
を
嗜
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
、
終
生
句
作
を
楽
し
む
と
と

も
に
俳
諧
を
介
し
て
文
事
を
好
む
大
名
た
ち
と
交
遊
し
た
。
天
明
年
間
に
は
狂
歌
に
親
し
み
、

大
田
南
畝
ら
と
も
交
わ
っ
た
が
、
同
時
に
こ
の
頃
に
歌
川
豊
春
な
ど
に
学
ん
だ
浮
世
絵
風
美
人

画
を
制
作
し
た
。

酒
井
雅
楽
頭
家
を
継
い
で
い
た
兄
・
忠
以
が
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
没
し
た
後
、
同
九

年
十
月
十
八
日
に
江
戸
に
下
向
し
て
い
た
西
本
願
寺
・
文
如
上
人
の
弟
子
と
な
っ
て
得
度
、
剃

髪
し
た
。
抱
一
が
光
琳
や
乾
山
の
画
風
に
倣
っ
た
草
花
図
を
描
き
始
め
る
の
は
、
剃
髪
後
の
寛

政
末
年
か
ら
享
和
初
年
頃
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、「
夏
秋
草
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博

物
館
）
を
は
じ
め
、
光
琳
画
風
を
踏
ま
え
た
数
多
く
の
作
品
を
制
作
し
た
の
は
周
知
の
通
り
で

あ
る
。

前
章
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
光
琳
の
没
後
も
光
琳
画
に
対
す
る
評
価
は
常
に
高
く
、
中

村
芳
中
の
名
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
抱
一
以
前
か
ら
江
戸
で
他
に
も
光
琳
の
画
風
を
慕
っ
て

描
く
も
の
は
い
た
。
他
の
者
と
抱
一
が
異
な
る
の
は
、
抱
一
が
光
琳
作
品
の
み
な
ら
ず
文
献
資

料
な
ど
を
積
極
的
に
収
集
、
整
理
し
、
そ
の
成
果
を
出
版
す
る
こ
と
で
広
く
公
開
し
た
点
に
あ

る
。
で
は
、
抱
一
は
ど
の
よ
う
な
新
た
な
光
琳
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
を
描
き
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
六
月
二
日
の
光
琳
百
年
忌
の
前
後
に
抱
一
が
行
っ
た
一
連
の
光

琳
顕
彰
事
業
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
主
要
な
も
の
と
し
て
、

忌
日
に
行
わ
れ
た
遺
墨
展
、『
光
琳
百
図
』
と
同
後
編
の
編
集
及
び
出
版
、『
緒
方
流
略
印
譜

（

）
１０４

（

）
１０５

（

）
１０６

―６２―

江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
の
変
遷
に
つ
い
て
（
下
─
二
）
─
酒
井
抱
一
─

イ
メ
ー
ジ
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二

（
一
枚
摺
）』
と
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
編
集
及
び
出
版
の
三
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
内
、
光
琳
像
の
形
成
に
大
き
く
関
わ
る
の
は
後
の
二
つ
で
あ
る
が
、
前
二
者
に
つ
い
て
は
諸

先
学
に
よ
り
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
今
そ
れ
に
付
け
加
え
る
用
意
は
な
い
。

こ
こ
で
は
、
従
来
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』

及
び
『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
一
）『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
と
『
尾
形
流
略
印
譜
』

抱
一
が
光
琳
を
は
じ
め
と
す
る
絵
師
た
ち
の
落
款
と
印
章
を
集
め
、
簡
単
な
伝
記
を
添
え
て

版
行
し
た
『
緒
方
（
尾
形
）
流
略
印
譜
』
に
は
、
一
枚
の
紙
の
表
裏
に
摺
ら
れ
た
も
の
と
序
跋

各
一
丁
と
本
文
一
一
丁
の
全
一
三
丁
か
ら
な
る
冊
子
の
二
種
が
あ
る
。
後
者
も
内
題
に
「
緒
方

流
畧
印
譜
」
と
あ
る
が
、
表
紙
に
「
尾
形
流
畧
印
譜
」
と
刷
ら
れ
た
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
る
の

で
、
前
者
を
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』、
後
者
を
『
尾
形
流
略
印
譜
』
と
し
て
区
別
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刊
行
年
を
確
か
め
て
お
く
と
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
谷
文
晃
に
よ
る
序

（
題
言
）
に
「
乙
亥
六
月
」
と
あ
り
、
巻
末
に
あ
る
抱
一
に
よ
る
識
語
に
も
「
文
化
乙
亥
六
月
二

日
」
と
光
琳
百
年
忌
に
あ
た
る
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
の
忌
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

抱
一
は
光
琳
百
年
忌
に
合
わ
せ
て
、
光
琳
の
墓
所
が
あ
っ
た
京
都
・
妙
顕
寺
本
行
院
に
自
作
や

金
子
な
ど
を
送
っ
て
い
る
が
、
同
年
七
月
十
八
日
付
の
本
行
院
か
ら
の
請
書
に
、「
御
直
画
之
観

音
菩
薩
尊
像
〈
一
軸
但
桐
函
入
〉」
や
「
金
貮
百
疋
」
と
並
ん
で
「
緒
方
流
畧
印
譜
〈
一
冊
／
但

板
本
〉」
と
あ
る
。
従
っ
て
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
が
、
文
化
一
二
年
六
月
二
日
に
営
ま
れ
た
光

琳
百
年
忌
の
法
要
及
び
遺
墨
展
に
合
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

一
方
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
の
方
に
は
、
末
尾
の
識
語
に
「
癸
酉
冬
」
と
あ
る
だ

け
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
方
が
伝
記
、
落
款
・
印
章
と

も
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冊
子
本
に
先
立
っ
て
、
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）

に
版
行
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
絵
師
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一

枚
摺
）』
は
、
俵
屋
宗
達
、
二
代
目
宗
達
（
印
章
の
み
）、
法
橋
宗
仙
、
雛
屋
立
圃
、
喜
多
川
相

悦
（
相
説
）、
緒
方
光
琳
、
緒
方
乾
山
（
深
省
）、
以
十
（
落
款
・
印
章
の
み
）、
立
林
何

、
渡

邊
始
興
、
俵
屋
宗
理
、
長
洲
、
一
樹
の
一
三
名
を
載
せ
る
。

続
く
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
、
宗
達
、
順
定
、
宗
雪
、
信
武
（
野
々
村
通
正
）、
宗
悦
（
喜

多
川
相
説
）、
宗
仙
、
雛
屋
立
甫
（
立
圃
）、
光
琳
、
乾
山
（
深
省
）、
何

、
以
十
、
始
興
、
宗

理
、
長
洲
、
蘆
々
子
（
芦
舟
）、
一
樹
の
一
六
名
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
一
年
半
あ
ま
り
の
内
に

三
名
を
増
補
し
た
こ
と
に
な
る
。

（

）
１０７

（

）
１０８（

）
１０９

（

）
１１０

『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
及
び
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
重
要
な
の
は
、「
緒
方
流
畧
印

譜
」
の
名
の
下
に
こ
れ
ら
の
絵
師
を
並
べ
、
抱
一
以
前
に
は
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
「
緒
方
流
」

と
い
う
新
た
な
絵
師
の
系
譜
を
作
り
上
げ
た
点
に
あ
る
。

前
稿
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
天
明
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
で
は
、

宗
達
、
光
琳
、
乾
山
、
始
興
の
順
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
始
興
の
項
目
に
は
「
尤
光
琳
ノ
風
ヲ

慕
フ
」
と
記
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
こ
に
画
系
と
し
て
の
繋
が
り
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
や
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
、
宗
仙
や
雛
屋

立
甫
（
立
圃
）、
喜
多
川
相
悦
（
相
説
）
を
宗
達
の
弟
子
や
門
人
と
し
、
光
琳
に
つ
い
て
も
「
時

を
隔
て
宗
達
の
風
を
慕
ふ
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、
乾
山
を
「
光
琳
の
弟
」、
何

に
つ
い
て
「
乾

山
直
弟
に
て
實
に
光
琳
三
世
の
画
」、
始
興
は
「
光
琳
の
風
を
慕
ふ
て
し
か
も
不
劣
も
の
有
」、

宗
理
と
長
洲
は
「
光
琳
の
風
を
慕
ふ
」、
一
樹
は
「
宗
達
光
琳
の
風
を
慕
ふ
」
と
、
画
風
の
相

承
関
係
が
逐
一
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
抱
一
が
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師
の
作
品
を
実
見
し
て
得

た
認
識
で
あ
ろ
う
が
、
と
り
わ
け
、
宗
達
か
ら
光
琳
、
乾
山
、
何

へ
の
継
承
関
係
に
つ
い
て

は
、
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
光
琳
百
年
忌
遺
墨
展
に
も
出
品
さ
れ
た
「
宗
達
筆
光
琳
う
つ

し
乾
山
へ
譲
の
巻
物
」
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
乾
山
の
跋
文
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
る
と
い
う
確
信

も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
二
つ
の
略
印
譜
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
絵
師
で
作
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
と

ん
ど
は
、
今
日
「
琳
派
」
の
絵
師
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
お
い
て
抱
一
が
「
尾
形
（
緒

方
）
流
」
す
な
わ
ち
「
琳
派
」
を
創
出
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
画
系
を
「
尾
形
（
緒
方
）
流
」
と
名
付
け
て
い
る
よ
う
に
、
抱
一
が
最
も
関
心
を
寄
せ

た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
光
琳
だ
が
、
そ
の
光
琳
に
つ
い
て
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』

や
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
ど
の
よ
う
な
情
報
を
伝
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
続
い
て
両
書
に

収
録
さ
れ
て
い
る
光
琳
の
伝
記
と
落
款
・
印
章
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
二
）『
略
印
譜
』
が
伝
え
る
光
琳
の
伝
記

『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』（
図
６
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
光
琳
の
伝
記
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

緒
方
光
琳
時
を
隔
て
宗
達
の
風
を
慕
ふ
又
遠
く
古
土
佐
の
花
卉
を
學
ふ
人
物
に
至
て
い
よ

く
光
信
以
上
の
志
有
り
當
流
逸
筆
元
禄
年
間
の
人
な
り

先
述
し
た
よ
う
に
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
で
は
、
収
録
す
る
絵
師
の
最
初
に
宗
達

を
掲
げ
て
お
り
、「
俵
屋
宗
達
は
住
吉
法
眼
如
慶
の
門
人
な
り
一
家
の
風
を
起
し
て
花
卉
に
妙
を

（

）
１１１

（

）
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江戸時代における光琳像の変遷について（下─二） ─酒井抱一─

三

得
た
り
後
加
州
侯
に
仕
て
子
孫
今
に
有
と
い
ふ
寛
永
年
間
の
人
也
」
と
記
し
て
い
る
。
光
琳
の

伝
記
で
は
、
そ
の
宗
達
と
の
関
係
か
ら
は
じ
め
、
先
に
指
摘
し
た
通
り
、「
時
を
隔
て
宗
達
の
風

を
慕
ふ
」
と
、
宗
達
の
画
風
を
継
承
し
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、「
時
を
隔

て
」
と
い
う
の
は
、
光
琳
が
「
元
禄
年
間
の
人
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
宗
達
は
「
寛
永
年
間

の
人
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
前
章
で
検
討
し
た
『
文
晃
畫
談
』
の
「
光
琳
の
鶴
」
で
も
「
尾
形
氏

は
し
め
永
眞
に
學
ひ
、
後
宗
達
を
慕
ひ
て
、
其
畫
様
を
摸
す
」
と
あ
り
、
谷
文
晃
や
菅
原
洞
斎

ら
の
間
で
も
光
琳
が
宗
達
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
光
琳
の

鶴
」
で
は
「
光
琳
と
は
時
代
よ
ほ
ど
隔
た
り
て
」
と
、
抱
一
ほ
ど
具
体
的
で
は
な
い
も
の
の
、

宗
達
と
光
琳
の
活
躍
時
期
が
離
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
た
。
抱
一
が
文
晃
と
親
し
か
っ

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
光
琳
百
年
忌
遺
墨
展
に
も
文
晃
が
所
有
し
て
い
た
「
大
黒
天

図
」
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
宗
達
と
光
琳
の
活
躍
時
期
に
違
い
が
あ
り
、
直
接
の
師

弟
関
係
に
は
な
い
も
の
の
、
光
琳
が
宗
達
の
画
風
を
摂
取
し
て
る
と
い
う
こ
の
抱
一
の
認
識

は
、
文
晃
周
辺
で
形
成
さ
れ
て
い
た
光
琳
像
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
光
琳
は
宗
達
だ
け
を
学
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
続
け
て
「
遠
く
古
土
佐
の

花
卉
を
學
ふ
人
物
に
至
て
い
よ

く
光
信
以
上
の
志
有
り
」
と
、
花
卉
と
人
物
は
土
佐
派
を
学

ん
で
い
る
と
す
る
。
前
章
で
み
た
よ
う
に
、
江
戸
で
文
化
年
間
に
入
る
頃
か
ら
光
琳
は
や
ま
と

絵
系
の
作
品
を
描
く
絵
師
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
斎
藤
彦
麿
は
『
図
画
考
』

で
光
琳
を
住
吉
広
澄
（
具
慶
）
の
門
人
と
し
て
い
た
。
光
琳
が
学
ん
だ
の
が
江
戸
時
代
の
や
ま

と
絵
で
は
な
く
「
古
土
佐
」
や
室
町
時
代
の
「（
土
佐
）
光
信
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
抱
一
の
独

自
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
光
琳
が
や
ま
と
絵
を
代
表
す
る
土
佐
派
を
学
ん
で
い

る
と
い
う
こ
の
記
述
は
、
同
時
代
の
江
戸
に
あ
っ
た
光
琳
に
対
す
る
認
識
と
一
致
す
る
。

す
な
わ
ち
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
記
さ
れ
た
光
琳
の
伝
記
は
、
光
琳
を
「
元
禄

年
間
の
人
」
と
い
う
点
な
ど
は
抱
一
に
よ
る
新
知
見
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て

は
同
時
代
の
江
戸
に
お
け
る
光
琳
に
関
す
る
認
識
を
抱
一
な
り
に
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
抱
一
の
独
自
性
は
、「
尾
形
（
緒
方
）
流
」
と
い
う
宗
達

に
始
ま
る
系
譜
を
見
出
し
、
そ
の
系
譜
を
代
表
す
る
絵
師
（「
當
流
逸
筆
」）
と
し
て
光
琳
を
位

置
づ
け
た
点
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
尾
形
流
略
印
譜
』（
図
７
）
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

光
琳

尾
形
宗
謙
か
子
時
を
隔
て
宗
達
の
風
を
慕
山
本
素
軒
の
弟
子
と
な
り
後
法
橋
に
叙

す
と
淺
井
不
舊
の
印
譜
に
見
へ
た
り
又
尾
形
を
緒
方
と
改
む
花
卉
を
画
き
人
物
に
至
て
ハ

い
よ

く
古
土
佐
の
風
韻
を
学
ふ
當
流
の
逸
筆
世
に
知
る
と
こ
ろ
な
り

享
保
元
年
丙
申

六
月
二
日
卒
歳
六
十
二

京
都
小
川
頭
妙
顕
寺
中
本
行
院
に
葬
す

長
江
軒
寂
明
青
々
光

（

）
１１３

（

）
１１４

琳
居
士
と
有
り

『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
の
記
載
を
大
幅
に
増
補
し
て
い
る
の
は
一
見
し
て
明
ら
か
で

あ
る
。『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
は
、「
時
を
隔
て
宗
達
の
風
を
慕
」、

「
花
卉
を
画
き
人
物
に
至
て
ハ
い
よ

く
古
土
佐
の
風
韻
を
学
ふ
當
流
の
逸
筆
世
に
知
る
と
こ

ろ
な
り
」と
い
う
部
分
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
関
す
る
典
拠
と
し
て「
淺

井
不
舊
の
印
譜
」
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
が
、「
淺
井
不
舊
の
印
譜
」
と
は
ど
の
よ
う
な
書
で
、
そ

こ
に
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
淺
井
不
舊
の
印
譜
」
に
該
当
す
る
書
籍
の
存
在
を
現
在
確
認
で
き
な
い
が
、『
文
晃
畫
談
』

の
「
唯
心
庵
」
の
項
に
み
え
る
「
上
京
の
人
淺
井
不
舊
者
所
著
本
朝
畫
家
印
譜
十
四
冊
」
が
そ

れ
に
当
た
る
と
い
う
指
摘
が
既
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
淺
井
不
舊
の
印
譜
」
す
な
わ
ち

「
本
朝
畫
家
印
譜
」に
収
め
ら
れ
て
い
た
光
琳
の
伝
記
が
、
菅
原
洞
斎
編『
画
師
姓
名
冠
類
鈔
』の

光
琳
の
項
に
「
浅
井
本
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
、
先
学
に
よ
り
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

菅
原
洞
斎
（
阮
塘
、
一
七
七
二
〜
一
八
二
一
）
の
名
は
、
本
論
の
中
で
既
に
し
ば
し
ば
触
れ

て
き
た
。
洞
斎
は
秋
田
藩
佐
竹
家
か
ら
扶
持
を
受
け
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
詰
の
お
抱
え
絵

師
で
、
絵
画
の
鑑
定
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
文
晃
の
妹
で
あ
る
紅
藍
を
妻
と
し
て
お

り
、
洞
斎
が
主
催
し
て
文
化
三
年
十
月
頃
か
ら
始
め
ら
れ
た
古
書
画
展
観
の
会
に
は
文
晃
も
主

要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。『
文
晃
畫
談
』が
そ
の
会
に
お
け
る
参
加
者
た
ち
の
言
説

や
考
証
等
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

洞
斎
が
日
本
の
絵
師
の
伝
記
と
落
款
・
印
章
を
集
め
、
い
ろ
は
順
に
配
列
し
た
『
画
師
姓
名

冠
類
鈔
』
は
そ
の
古
書
画
展
観
会
な
ど
を
通
じ
て
収
集
し
た
情
報
を
集
大
成
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
全
十
三
巻
か
ら
な
る
。
洞
斎
自
筆
本
の
所
在
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
管
見
の
限
り
、

国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
写
本
が
江
戸
時
代
に
遡
る
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
。
そ

の
光
琳
の
項
の
中
に
、「
浅
井
本
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
、「
維
冨

尾
形
宗

謙
子
剃
髪
号
光
琳
山
本
素
軒
弟
子
叙
法
橋
正
徳
六
〈
丙
申
〉
年
六
月
二
日
卒
長
江
軒
寂
明
青
々

光
琳
居
士
葬
地
京
都
小
川
頭
妙
顕
寺
」と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
光
琳
の
名
と
し
て
は「
維

冨
」
で
は
な
く
「
惟
富
」
が
正
し
く
、「
光
琳
」
を
名
乗
っ
た
の
が
剃
髪
後
で
あ
る
と
い
う
の
は

事
実
に
反
す
る
。
し
か
し
、
光
琳
が
「
尾
形
宗
謙
子
」
で
あ
る
と
い
う
家
系
、「
山
本
素
軒
弟

子
」
で
あ
る
と
い
う
画
系
、
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
た
こ
と
、
没
し
た
の
が
「
正
徳
六
〈
丙
申
〉
年

六
月
二
日
」
で
「
京
都
小
川
頭
妙
顕
寺
」
に
葬
ら
れ
、
法
名
は
「
長
江
軒
寂
明
青
々
光
琳
居
士
」

で
あ
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
諸
資
料
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
重
要
な
情
報
を
伝
え

て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
情
報
は
今
も
ほ
ぼ
正
確
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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安 田 篤 生

四

『
尾
形
流
略
印
譜
』に
み
え
る
光
琳
の
伝
記
と
比
べ
て
み
る
と
、『
緒
方
流
略
印
譜（
一
枚
摺
）』

か
ら
増
補
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
こ
の
「
浅
井
本
」
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。「
浅
井
本
」
に
な
い
の
は
、「
歳
六
十
二
」
と
い
う
光
琳
の
享
年
と
墓
所
が
抱
一

の
時
代
に
は
妙
顕
寺
の
「
本
行
院
」
に
所
在
し
て
い
る
と
い
う
二
点
の
み
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
抱
一
は
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
を
編
纂
し
た
文
化
一
〇
年
に
は

既
に
文
晃
周
辺
と
光
琳
に
関
す
る
認
識
を
共
通
さ
せ
、
情
報
を
共
有
し
て
い
た
可
能
性
が
高

く
、
洞
斎
が
主
催
し
た
古
書
画
展
観
会
で
得
ら
れ
た
情
報
を
知
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
浅

井
本
」
に
つ
い
て
も
、
文
晃
周
辺
が
手
に
入
れ
た
「
浅
井
本
」、
す
な
わ
ち
「
本
朝
畫
家
印
譜
」

の
写
本
に
記
さ
れ
て
い
た
光
琳
の
伝
記
情
報
を
、
抱
一
が
入
手
し
た
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ

う
。
な
お
、
光
琳
の
享
年
は
正
し
く
は
五
十
九
歳
で
あ
り
、「
歳
六
十
二
」
と
い
う
誤
っ
た
没
年

齢
、
及
び
墓
所
が
妙
顕
寺
の
中
の
「
本
行
院
」
で
あ
る
と
い
う
情
報
の
出
典
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
三
）『
略
印
譜
』
に
収
録
さ
れ
た
光
琳
の
落
款
・
印
章

抱
一
が
編
纂
し
た
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
及
び
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
加
え
て
、
洞

斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
と
前
稿
で
触
れ
た
『
捃
印
補
正
』
及
び
『
捃
印
補
遺
』
に
採
録

さ
れ
て
い
る
光
琳
の
落
款
と
印
章
を
一
覧
表
に
ま
と
め
、
叙
述
の
便
宜
の
た
め
に
番
号
を
付
し

た
の
が
本
稿
末
尾
の
［
表
３
］
で
あ
る
。
落
款
・
印
章
は
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
及

び
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
み
え
る
も
の
は
そ
れ
を
採
り
、
両
書
に
な
く
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』

に
あ
る
も
の
は
そ
れ
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
一
覧
表
で
○
が
付
し
て
あ
る
の
は
該
当
す

る
番
号
の
落
款
・
印
章
が
各
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
に

は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
落
款
や
印
章
を
採
録
し
た
作
品
に
関
す
る
注
記
が
あ
る
も
の
が
あ
り
、

注
が
あ
る
場
合
は
該
当
す
る
欄
に
記
し
た
。『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
の
（
表
）（
裏
）
や

他
書
の
数
字
な
ど
は
、
該
当
す
る
落
款
・
印
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
頁
を
指
す
。
ま
た
、『
画

師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
や
『
捃
印
補
正
』、『
捃
印
補
遺
』
に
（
印
）
や
（
花
押
）
と
記
し
た
の
は
、

番
号
を
付
し
た
落
款
・
印
章
の
内
、
印
章
又
は
花
押
の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

さ
て
、［
表
３
］
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
は
二
〇
点
、

『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
は
三
二
点
の
落
款
・
印
章
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
両
書
を
比
較
す
る
と
、

『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
光
琳
の
落
款
・
印
章
は
ほ
ぼ
す
べ
て
『
尾

形
流
略
印
譜
』
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
唯
一
の
例
外
は
、
本
来
は
深
江
芦
舟
の
使
用
印
で
あ

る

「
蘆
舟
」（
朱
文
円
印
）
で
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
で
は
光
琳
の
使
用
印
と
し
て

２０
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
新
し
く
立
て
た
「
蘆
々
子
」
の
項
に

同
印
を
収
録
し
て
い
る
。

『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
の
末
尾
に
み
え
る
識
語
で
抱
一
は
、「
余
聚
緒
方
氏
印
、
非
盡

（

）
１２０

（

）
１２１

（

）
１２２

掇
拾
之
也
。
嘗
以
慕
其
風
随
得
随
摸
而
蔵
之
。
頃
者
骨
董
某
氏
請
襄
其
譜
于
梓
以
公
之
好
事

士
、
乃
索
筺
衍
輯
以
與
之
。
庶
幾
觀
者
補
其
所
漏
爾
（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）」
と
、
出
版
に

至
る
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
緒
方
氏
」（
光
琳
）
の
印
を
集
め
て
い
た
が
、

集
め
尽
く
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
光
琳
の
画
風
を
慕
っ
て
、
そ
の
作
品

を
目
に
す
る
毎
に
摸
写
し
て
貯
め
て
お
い
た
。
近
頃
、
骨
董
某
氏
が
そ
の
印
譜
を
上
梓
し
て
風

流
を
好
む
人
に
公
に
す
る
こ
と
を
請
う
た
の
で
、
写
し
貯
め
て
お
い
た
も
の
を
か
き
集
め
て
与

え
た
。
こ
の
印
譜
を
見
た
人
が
漏
れ
た
所
を
補
っ
て
く
れ
る
の
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
先
立
っ
て
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に

出
版
さ
れ
た
『
捃
印
補
正
』
や
そ
の
欠
を
補
う
た
め
に
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
印
行
さ
れ

た
『
捃
印
補
遺
』
に
光
琳
の
使
用
印
を
載
せ
て
い
る
こ
と
は
既
に
前
稿
で
指
摘
し
た
が
、
二
書

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
合
わ
せ
て
も
一
五
顆
に
過
ぎ
な
い
。
採
録
さ
れ
て
い
る
数
を
と
っ

て
み
て
も
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
の
段
階
で
既
刊
の
書
を
越
え
て
お
り
、
自
ら
編
集

し
た
書
物
に
付
け
た
識
語
と
し
て
常
套
的
な
表
現
と
は
い
え
、
抱
一
の
言
葉
は
か
な
り
謙
遜
し

た
も
の
と
い
え
よ
う
。

続
く
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
も
抱
一
に
よ
る
同
様
の
識
語
が
み
ら
れ
る
が
、
同
書
に
は
『
緒

方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
は
な
か
っ
た
谷
文
晃
に
よ
る
序
（
題
言
）
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
文
晃
は
、「
抱
一
上
人
最
好
光
琳
筆
、
凡
所
有
稍
異
必
摸
留
之
。
但
琳
印
色
不
用
油
朱
、

多
用
調
膠
朱
。
是
以
印
文
肥
痩
毎
幀
不
同
字
體
、
有
不
可
辨
者
。
上
人
病
其
如
此
、
特
選
之
其

字
體
鮮
明
者
、
輯
為
一
本
、
名
光
琳
印
譜
。
一
日
袖
来
見
、
似
摸
勒
極
精
不
堪
欣
賞
、
因
題
一

言
還
之
（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）」
と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
抱
一
は
光
琳
画
を
最
も
好

み
、
少
し
で
も
異
な
る
と
こ
ろ
が
有
れ
ば
必
ず
写
し
て
お
い
て
い
た
。
し
か
し
、
光
琳
は
印
を

押
す
と
き
に
「
油
朱
」
で
は
な
く
「
調
膠
朱
」
を
多
用
し
て
い
る
た
め
に
印
文
の
肥
痩
が
作
品

毎
に
異
な
り
判
別
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
抱
一
は
そ
の
こ
と
を
憂
い
、
特
に
印
文
の
字
体
が

鮮
明
な
も
の
を
選
び
集
め
て
一
冊
に
し
「
光
琳
印
譜
」
と
名
付
け
た
。
あ
る
日
、
携
え
て
き
た

そ
の
本
を
見
た
と
こ
ろ
、
極
め
て
精
密
に
似
せ
摸
し
て
彫
ら
れ
て
お
り
、
喜
び
賞
賛
せ
ず
に
い

ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
一
言
を
題
し
て
返
し
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

文
晃
の
序
文
に
従
え
ば
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
や
そ
れ
に
先
立
つ
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚

摺
）』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
光
琳
の
落
款
・
印
章
は
、
抱
一
が
作
品
を
実
見
し
て
写
し
取
っ
た
も

の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
落
款
や
印
章
は
す
べ
て
抱
一
が
独

力
で
収
集
し
、
そ
の
中
か
ら
優
良
な
も
の
を
選
定
し
た
の
だ
ろ
う
か
。『
捃
印
補
正
』
や
『
捃
印

補
遺
』、
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
類
鈔
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
光
琳
の
落
款
や
印
章
と
、［
表
３
］

に
基
づ
い
て
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
二
〇
点
の
落
款
・
印
章
の
内
、

（

）
１２３

―５９―
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五

九
顆
の
印
影
が
『
捃
印
補
正
』
や
『
捃
印
補
遺
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
、『
尾
形
流
略

印
譜
』
で
追
加
さ
れ
た
一
三
点
の
内
、
五
顆
も
既
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
印

は
『
捃
印
補
正
』
や
『
捃
印
補
遺
』
か
ら
流
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
画
師
姓
名
冠
類
鈔
』
で

は
宗
達
の
使
用
印
と
し
て
「
對
青
軒
」
朱
文
円
印
を
載
せ
、
そ
の
傍
ら
に
「
写
山
楼
ヨ
リ
来
ル

雪
梅
紙
本
立
物
捃
印
補
正
ニ
徑
二
寸
五
分
ト
ア
リ
此
印
寸
仝
し
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
同
様

に
、
抱
一
が
採
録
す
る
印
を
『
捃
印
補
正
』
や
『
捃
印
補
遺
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
印
影
と
比

較
対
照
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
印
を
押
し
た
作
品
は
複
数
存
在
す
る
の
で
、
抱

一
は
自
ら
実
見
し
た
光
琳
作
品
か
ら
採
録
し
た
落
款
や
印
章
を『
緒
方
流
略
印
譜（
一
枚
摺
）』や

『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
載
せ
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、『
画
師
姓
名
冠
類
鈔
』（
図
８
）
と
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。『
画
師
姓
名
冠
類
鈔
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
光
琳
の
落
款
・
印
章
を
見

る
と
、
末
尾
に
「
畧
印
譜
ニ
載
ス
」
と
引
用
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
、

、
７
、
１
、
３
、

３０

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、
５
、

、

の
順
で
、
一
八
点
の
花

２８

１７

１２

１５

２３

２２

１６

３２

１９

１８

１０

１１

１３

押
と
印
章
を
載
せ
て
い
る
。
一
方
、
９
、

、

も
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
見
ら
れ
る
に
も
か

２７

３３

か
わ
ら
ず
、「
畧
印
譜
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
逆
に
、

に
は
「
写
山

２７

楼
蔵
大
黒
ニ
ア
リ
」、

に
は
「
鹿
嶋
貞
吉
所
持
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
光

３３

２７

琳
」
朱
文
小
方
印
を
、
洞
斎
は
文
晃
（
写
山
楼
）
が
所
蔵
し
て
い
た
「
大
黒
天
図
」
か
ら
採
録

し
て
い
る
の
だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
作
品
は
光
琳
百
年
忌
遺
墨
展
に
も
出
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
抱
一
も
同
じ
作
品
か
ら
採
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
印
章
だ
け
な
の
で
、
他
の
可
能

性
を
完
全
に
は
排
除
で
き
な
い
。
し
か
し
、

は
筆
写
さ
れ
た
字
形
ま
で
一
致
し
て
お
り
洞
斎

３３

と
抱
一
が
同
じ
も
の
か
ら
採
録
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。『
尾
形
流
略
印
譜
』
と
『
画
師

姓
名
冠
類
鈔
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

を
さ
ら
に
よ
く
見
比
べ
る
と
、
後
者
に
の
み
「
尾
形
光

３３

琳
」
の
右
肩
に
「
か
り
主
」
と
小
さ
く
記
さ
れ
て
い
る
の
に
気
付
く
。
実
は
、
こ
の
款
記
は
絵

画
作
品
に
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、『
古
画
備
考
』
に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
質
物
手

形
」
の
年
紀
と
署
名
な
の
で
あ
る
。
絵
画
作
品
で
は
な
く
文
書
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
と
す
る

と
、
同
一
の
文
書
が
複
数
あ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
洞
斎
と
抱
一
は
同
じ
文
書
を
目
に
し
た
か
、

先
に
ど
ち
ら
か
が
採
録
し
た
も
の
を
他
方
も
利
用
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
て
、『
画
師
姓
名
冠
類
鈔
』
の

の
注
記
で
文
書
の
所
有
者
と
さ
れ
る
「
鹿
嶋
貞
吉
」
と

３３

は
、『
皇
朝
名
畫
拾
彙
』
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る
檜
山
坦
斎
（
一
七
七
〇
〜
一
八
四
二
）
で
あ

る
。『
文
晃
畫
談
』に
そ
の
名
が
散
見
さ
れ
、
洞
斎
が
主
催
し
た
古
画
展
観
会
の
有
力
な
参
加
者

の
一
人
で
も
あ
っ
た
。

の
注
記
に
記
さ
れ
た
「
屋
代
太
郎
」、
す
な
わ
ち
屋
代
弘
賢
も
同
展
観

４１

会
の
参
加
者
で
あ
り
、

の
注
記
に
あ
る
「
四
月
九
日
」
と
い
う
日
付
も
、
は
じ
め
こ
の
展
観

５７

会
が
毎
月
十
日
に
開
か
れ
て
い
た
こ
と
と
関
連
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、

に
は
「
七

６２

（

）
１２４

（

）
１２５

（

）
１２６

月
廿
三
日
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
古
書
画
展
観
会
が
の
ち
に
十
六
日
を
定
例
開
催
日
と
し
て
い

た
の
と
も
隔
た
り
が
あ
る
。
以
上
の
検
討
の
結
果
、
主
催
し
た
古
書
画
展
観
会
の
時
と
は
断
定

で
き
な
い
も
の
の
、
そ
の
会
の
主
要
参
加
者
で
あ
っ
た
「
鹿
嶋
貞
吉
」
が
所
持
し
て
い
た
「
質

物
手
形
」
を
目
に
し
た
洞
斎
が
年
紀
と
署
名
部
分
を
写
し
取
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
一
方
、
文

化
年
間
に
お
け
る
抱
一
と
檜
山
坦
斎
と
の
交
友
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
抱
一
は
洞
斎
な
ど
文
晃

周
辺
の
人
物
か
ら
情
報
を
得
て
「
質
物
手
形
」
を
知
り
、
直
接
実
見
し
て
年
紀
と
署
名
部
分
を

写
し
た
か
、
既
に
写
さ
れ
て
い
た
も
の
を
入
手
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

勿
論
、
文
晃
周
辺
と
抱
一
と
の
間
に
お
け
る
光
琳
関
係
情
報
の
や
り
と
り
は
、
文
晃
周
辺
か

ら
一
方
的
に
発
信
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、『
画
師
姓
名
冠
類
鈔
』
に
載
せ

ら
れ
た
光
琳
の
伝
記
や
落
款
・
印
章
の
中
に
は
、「
畧
印
譜
ニ
載
ス
」
な
ど
と
し
て
『
尾
形
流
略

印
譜
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
も
み
ら
れ
、
抱
一
か
ら
洞
斎
へ
情
報
が
も

た
ら
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
抱
一
は
文
晃
周
辺
と
情
報
を
共
有
す
る
関
係
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
抱
一
と
文
晃
周
辺

宗
達
な
ど
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
光
琳
以
外
の
絵
師
の
伝
記
や
落
款
・
印

譜
の
検
討
は
次
稿
に
譲
り
、
叙
述
の
都
合
上
、
こ
こ
で
抱
一
と
文
晃
周
辺
と
の
関
係
に
つ
い
て

ま
と
め
て
お
き
た
い
。
文
晃
周
辺
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
武
田
光
一
氏
が
、
抱
一
に

よ
る
光
琳
顕
彰
、
特
に
『
光
琳
百
図
』
成
立
に
文
晃
が
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
武
田
氏
は
、
画
家
の
追
薦
展
覧
会
に
は
寛
政
一
二
年
（
一

八
〇
〇
）
に
催
さ
れ
た
池
大
雅
二
十
五
回
忌
追
善
会
を
は
じ
め
と
す
る
先
例
が
あ
り
、
遺
作
を

集
め
る
会
と
縁
故
の
あ
る
絵
師
が
新
作
を
持
ち
寄
る
会
が
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
の
多
く
に
文

晃
が
出
品
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
書
画
を
集
め
て
展
観
し
た
後
に
展

示
作
品
を
縮
図
し
て
掲
載
し
た
図
録
を
出
版
し
た
先
例
に
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
文
晃

が
主
催
し
て
江
戸
の
谷
中
感
応
寺
で
展
示
し
た
中
国
書
画
な
ど
を
縮
図
し
た
『
書
画
甲
観
』
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
文
晃
の
妹
・
舜
英
と
結
婚
し
た
中
田
粲
堂
（
一
七

七
二
〜
一
八
三
二
）
が
文
化
五
年
に
刊
行
し
た
『
歴
朝
名
公
款
譜
』
は
、
文
晃
や
洞
斎
ら
の
鑑

定
を
受
け
た
中
国
画
か
ら
年
紀
・
落
款
・
印
章
を
摸
写
し
て
時
代
別
に
編
集
し
た
も
の
で
、
文

晃
が
序
文
を
寄
せ
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
先
例
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

武
田
氏
に
よ
り
抱
一
と
文
晃
周
辺
の
関
係
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

わ
け
だ
が
、
な
お
い
く
つ
か
の
事
例
を
加
え
、『
光
琳
百
図
』
及
び
『
尾
形
流
略
印
譜
』
出
版
と

文
晃
周
辺
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
光
琳
百
年
忌
遺
墨
展
に
文
晃
が
所
蔵
す
る
「
大
黒
天
図
」
小
幅
が
出
品

（

）
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さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
同
展
に
展
示
さ
れ
『
光
琳
百
図
』
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
作
品
を
文
晃
が
見
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
例
が
他
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
遺
墨

展
に
「
緱
山
」
か
ら
出
品
さ
れ
た
「
丸
盆
粉
本
十
五
枚
手
鑑
」
で
、『
光
琳
百
図
』
下
に
も
「
圓

窓
十
二
枚
草
稿
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
文
晃
は
鑑
定
を
依
頼
さ
れ
た
作
品
な
ど
を
縮
図

し
た
『
畫
學
齋
過
眼
圖
藁
』
を
何
冊
か
残
し
て
い
る
が
、
大
東
急
記
念
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
一

本
に
同
作
品
の
内
八
図
が
写
さ
れ
て
お
り
、「
長
江
軒
真
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

同
遺
墨
展
に
は
、
前
稿
で
触
れ
た
よ
う
に
、「
宗
達
筆
光
琳
う
つ
し
乾
山
へ
譲
の
巻
物
」
も
展

示
さ
れ
、『
光
琳
百
図

後
編
』
上
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
、
こ
の
作
品
を
何

に
譲
渡

し
た
際
に
乾
山
（
深
省
）
が
記
し
た
跋
文
が
あ
り
、
光
琳
が
宗
達
に
学
ん
だ
こ
と
を
明
示
す
る

重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
跋
文
は
、
洞
斎
編
『
画
師
姓
名

冠
字
鈔
』
の
「
乾
山
」
の
項
に
も
写
さ
れ
て
お
り
、
抱
一
と
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
の
か
は
不
明

な
が
ら
、
洞
斎
も
こ
の
巻
物
を
実
見
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

ま
た
、
文
晃
が
日
本
の
古
画
を
縮
図
し
、
絵
師
の
略
伝
な
ど
を
付
し
て
出
版
し
た
も
の
に『
本

朝
畫
纂
』
が
あ
る
。
各
冊
に
一
〇
点
ほ
ど
を
収
め
、
全
部
で
二
〇
冊
以
上
刊
行
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
中
に
、
抱
一
が
所
有
し
て
い
た
作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
尊
證
」
か
ら
始
ま
る

冊
に
あ
る
藤
田
友
閑
筆
「
澤
庵
玉
室
江
月
三
和
尚
圖
」
で
、
図
の
左
下
に
「
輕
擧
館
藏

」
と

あ
る
。『
本
朝
畫
纂
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
の
多
く
は
、
洞
斎
が
主
催
し
た
古
書
画
展
観
会

に
出
品
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、『
文
晃
畫
談
』
な
ど
、
こ
の
展
観
会
に
関
す
る
史
料
に

抱
一
の
名
は
見
え
な
い
。
従
っ
て
、
抱
一
は
こ
の
展
観
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
と
は
考

え
ら
れ
ず
、
抱
一
の
所
蔵
品
を
別
の
参
加
者
が
借
り
受
け
て
会
に
出
品
し
た
可
能
性
が
高
い
。

し
か
し
、
抱
一
が
文
晃
と
親
し
く
し
て
い
た
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
し
、
洞
斎
の
こ
と
も

知
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
単
に
光
琳
関
連
情
報
を
共
有
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
古

書
画
展
観
会
な
ど
に
つ
い
て
も
知
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
本
朝
畫
纂
』
各
冊
に
刊
年
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
何
時
出
版
さ
れ
た
の
か
明
確

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
画
学
斎
図
稿
』

五
に
載
る
『
本
朝
畫
纂
』
の
跋
文
の
草
稿
か
ら
、
文
化
六
年
正
月
に
は
出
版
が
企
画
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

実
は
、
こ
の
跋
文
自
体
も
興
味
深
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。『
画
学
斎
図
稿
』
五
に
収
録
さ
れ

て
い
る
草
稿
は
、
末
尾
に
「
文
化
六
年
己
巳
春
正
月
」
と
年
紀
を
記
す
以
外
は
刊
本
と
ほ
ぼ
同

文
で
、
刊
本
の
跋
文
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

本
朝
古
今
筆
蹟
固
不
乏
人
、
若
周
文
雪
舟
古
法
眼
兆
殿
司
皆
世
所
知
也
、
菅
氏
畫
師
冠
字

類
考
蒐
輯
頗
為
詳
密
而
其
佗
居
翁
畫
史
中
所
載
、
名
存
而
蹟
不
甚
顯
者
亦
多
矣
、
余
嘗
惜

（

）
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）
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之
、
故
毎
閲
古
蹟
、
不
敢
擇
其
品
之
神
逸
、
必
寫
而
藏
焉
、
或
草
々
間
亦
約
畧
臨
之
、
庶

幾
博
識
鑒
、
此
本
乃
曽

取
、
今
併
附
小
傳
上
梓
以
問
世
、
有
間
未
精
者
亦
収
而
存
之
、

佗
日
更
得
善
本
、
則
再
評
隲
之
、
積
年
而
至
千
百
數
、
遂
襄
成
一
部
大
觀
、
是
晃
所
祈
也
、

文
晃
識

文
晃
が
刊
行
の
意
図
を
述
べ
る
そ
の
大
意
は
、
本
朝
に
も
周
文
や
雪
舟
な
ど
良
く
知
ら
れ
た
絵

師
が
い
る
が
、「
菅
氏
畫
師
冠
字
類
考
」
や
『
本
朝
画
史
』
に
名
は
見
え
て
も
作
品
が
明
ら
か
で

な
い
も
の
も
多
い
。
そ
れ
を
惜
し
ん
で
、
作
品
を
見
る
毎
に
、
出
来
映
え
を
問
わ
ず
に
摸
写
し

て
き
た
。
今
、
小
伝
を
付
し
て
出
版
し
、
世
に
問
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

草
稿
で
は
、「
未
精
者
」
が
「
未
精
巧
者
」、
末
尾
近
く
の
「
遂
襄
成
一
部
大
觀
」
が
「
遂
襄

成
一
大
觀
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
文
意
は
変
わ
ら
な
い
。
草
稿
と
刊
本
で
大
き
く
異
な
る
の
は
、

草
稿
に
「
菅
氏
畫
師
冠
字
類
考
蒐
輯
頗
為
詳
密
」
の
部
分
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
が

な
く
て
も
文
意
は
通
じ
、
後
か
ら
や
や
無
理
に
挿
入
し
た
感
す
ら
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
に

改
変
し
た
意
図
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
「
蒐
輯
頗
為
詳

密
」
だ
と
い
う
「
菅
氏
畫
師
冠
字
類
考
」
は
、
書
名
が
完
全
に
一
致
す
る
本
は
知
ら
れ
て
い
な

い
が
、
編
者
が
菅
（
原
）
氏
で
あ
り
書
名
も
近
似
す
る
こ
と
か
ら
、
菅
原
洞
斎
編
『
画
師
姓
名

冠
字
類
鈔
』
の
こ
と
だ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
す
る
と
、
草
稿
に
こ
の
部
分
が
な
い
の
は
、
文

化
六
年
の
時
点
で
は
「
畫
師
冠
字
類
考
」（『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』）
が
ま
だ
形
を
成
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
刊
本
段
階
で
こ
の
語
句
が
挿
入
さ
れ
た
の
は
、
文
晃

が
「
畫
師
冠
字
類
考
」
を
高
く
評
価
し
、『
本
朝
畫
纂
』
と
「
畫
師
冠
字
類
考
」
の
関
連
性
を
強

く
意
識
し
た
か
ら
だ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
中
国
書
画
に
関
し
て
文
晃
周

辺
で
図
録
で
あ
る
『
書
画
甲
観
』
と
落
款
・
印
譜
集
で
あ
る
『
歴
朝
名
公
款
譜
』
が
刊
行
さ
れ

て
い
た
わ
け
だ
が
、
日
本
書
画
に
関
し
て
は
「
畫
師
冠
字
類
考
」（『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』）
と

『
本
朝
畫
纂
』
が
対
を
成
し
て
い
る
と
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』が
あ
る
程
度
形
を
成
す
よ
う
に
な
っ
た
の
が
何
時
か
不
明
な
の
で
断

定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
抱
一
が
光
琳
の
作
品
図
録
で
あ
る
『
光
琳
百
図
』
と
落
款
印
譜
集
で

あ
る
『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
と
も
に
編
纂
し
、
出
版
し
て
い
る
の
も
、
以
上
の
よ
う
な
文
晃
周

辺
に
お
け
る
活
動
を
知
っ
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

小

結

本
稿
に
お
い
て
『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
中
心
に
考
察
を
進
め
た
結
果
、
抱
一
が
光
琳
の
伝
記

や
落
款
・
印
章
に
関
す
る
情
報
を
文
晃
周
辺
と
共
有
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
『
尾
形
流
略
印
譜
』

に
結
実
さ
せ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
で
は
、『
光
琳
百
図
』
や
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
抱
一
が
示

（
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江戸時代における光琳像の変遷について（下─二） ─酒井抱一─

七

し
た
光
琳
像
は
、
前
稿
ま
で
に
み
て
き
た
も
の
と
比
較
し
て
、
ど
の
よ
う
な
特
色
を
持
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
最
後
に
、
こ
の
点
に
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
実
証
性
と
網
羅
性
を
踏
ま
え
、「
尾
形
（
緒
方
）
流
」
と
い
う
絵
師

の
系
譜
を
新
た
に
創
出
し
て
そ
の
代
表
者
と
し
て
光
琳
を
位
置
づ
け
た
点
に
、
抱
一
の
特
色
が

あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

実
証
性
と
は
、
伝
記
に
お
い
て
は
、
同
時
代
の
認
識
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
「
浅
井
本
」
と
い

う
新
出
資
料
を
活
用
し
、
典
拠
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
従
来
よ
り
遙
か
に
詳
細
な
事
実
を
伝
え

て
い
る
点
に
指
摘
で
き
る
。『
光
琳
百
図
』に
抱
一
が
真
作
と
判
断
し
た
作
品
の
縮
図
を
載
せ
て

い
る
点
や
、
文
晃
の
序
文
に
従
え
ば
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
落
款
や
印
章
も
抱
一
が
作
品
か
ら

写
し
た
中
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
点
も
実
証
的
だ
と
い
え
よ
う
。

網
羅
性
と
い
う
の
は
、
特
に
『
光
琳
百
図
』
や
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
お
い
て
、
正
し
い
と

判
断
で
き
る
作
品
な
ど
を
可
能
な
限
り
多
く
掲
載
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
を
い
う
。

こ
こ
で
い
う
実
証
性
や
網
羅
性
は
、
抱
一
個
人
の
特
性
と
い
う
よ
り
は
江
戸
時
代
後
期
に
広

く
見
ら
れ
る
特
色
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
光
琳
と
い
う
抱
一
か
ら
見
て

も
過
去
の
絵
師
に
つ
い
て
、
実
証
的
か
つ
網
羅
的
に
収
集
し
整
理
し
た
情
報
を
出
版
と
い
う
形

で
公
表
し
た
例
は
乏
し
く
、
抱
一
の
特
色
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
良
い
。

「
尾
形
（
緒
方
）
流
」
と
い
う
絵
師
の
系
譜
を
見
出
し
、
そ
の
代
表
者
と
し
て
光
琳
を
位
置
づ

け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
本
稿
で
も
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
。
宗
達
以
下
、『
尾
形
流
略
印
譜
』

に
並
べ
ら
れ
て
い
る
絵
師
の
間
に
ほ
と
ん
ど
血
縁
関
係
が
な
い
の
は
勿
論
、
直
接
の
師
弟
関
係

に
も
な
い
も
の
が
多
く
、「
慕
う
」、
す
な
わ
ち
後
代
の
者
が
前
代
の
者
に
私
淑
す
る
こ
と
で
受

け
継
が
れ
た
こ
の
系
譜
を
、
抱
一
は
「
狩
野
家
流
」
や
「
土
佐
家
流
」
の
よ
う
に
「
尾
形
流
」

と
名
付
け
て
い
る
の
だ
が
、
絵
画
に
関
し
て
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
知
ら
な
い
。

与
え
ら
れ
た
紙
数
が
つ
き
た
の
で
、
誠
に
心
苦
し
い
が
、
宗
達
以
下
、
光
琳
を
除
い
た
絵
師

に
つ
い
て
の
検
討
や
、
抱
一
が
「
尾
形
（
緒
方
）
流
」
と
い
う
系
譜
を
新
し
く
打
ち
立
て
た
理

由
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

註

（

）
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
の
変
遷
に
つ
い
て
（
上
）」「
同
（
中
）」「
同
（
下
─
一
）」（『
愛
知
教
育
大

１０３
学
研
究
報
告
』
第

・

・

輯
（
芸
術
・
保
健
体
育
・
家
政
・
技
術
科
学
編
）
二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
三
・

５０

５２

５４

二
〇
〇
五
年
）。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
章
や
註
、
表
や
図
版
の
番
号
は
前
稿
を
引
き
継
い
で
い
る
。

（

）
酒
井
抱
一
の
伝
記
や
画
業
に
関
す
る
研
究
は
極
め
て
多
数
あ
り
、
本
稿
で
参
照
し
た
基
本
的
な
も
の
と

１０４

（

）
１３７

近
年
発
表
さ
れ
た
代
表
的
な
も
の
の
み
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
相
見
香
雨
「
抱
一
上
人
年
譜
考
」『
日
本

美
術
協
会
報
告
』
八
、
一
九
三
三
年
〔『
日
本
書
誌
学
大
系

相
見
香
雨
集
一
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八

４５

五
年
）
所
収
〕。
河
野
元
昭
「
抱
一
の
伝
記
」『
琳
派
絵
画
全
集

抱
一
派
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
八

年
。
大
野
智
子
「
酒
井
抱
一
の
画
風
展
開
と
そ
の
特
色
」『
美
術
史
』
一
二
六
号
、
一
九
八
九
年
。
玉
蟲
敏

子
『
都
市
の
な
か
の
絵
─
酒
井
抱
一
の
絵
事
と
そ
の
遺
響
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
四
年
。
小
林
忠
『
日
本

の
美
術
第
四
五
三
号

酒
井
抱
一
と
江
戸
琳
派
の
美
学
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
。

（

）
相
見
、
河
野
両
氏
註
（

）
前
掲
論
文
。
西
本
周
子
「
抱
一
の
光
琳
顕
彰
」『
琳
派
絵
画
全
集

抱
一
派
』

１０５

１０４

日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
。

（

）
相
見
氏
註
（

）
前
掲
論
文
。
中
村
渓
男
「『
光
琳
百
図
』
解
説
」『
光
琳
百
図
』（
覆
製
）
岩
崎
美
術
社
、

１０６

１０４

一
九
八
一
年
（
新
装
版
、
一
九
九
五
年
）。
河
野
元
昭
「
光
琳
百
図
の
基
底
」『
開
館
三
周
年
記
念

近
世
日

本
絵
画
と
画
譜
・
絵
手
本
展
〈
Ⅱ
〉
─
名
画
を
生
ん
だ
版
画
─
』
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
、
一
九
九
〇

年
。
西
本
周
子
「『
光
琳
百
図
』
と
琳
派
の
系
譜
」・
武
田
光
一
「『
光
琳
百
図
』
出
版
の
周
辺
─
抱
一
と
文

晃
の
交
友
─
」『
琳
派
─
版
と
型
の
展
開
』
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
、
一
九
九
二
年
。

（

）
た
だ
し
、
与
え
ら
れ
た
紙
数
と
の
関
係
で
、
本
稿
で
は
光
琳
の
み
を
扱
い
、
宗
達
を
は
じ
め
、
光
琳
以
外

１０７
の
絵
師
に
つ
い
て
な
ど
は
次
稿
で
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。

（

）
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』、『
尾
形
流
略
印
譜
』
と
も
に
伝
本
は
極
め
て
稀
で
、
管
見
の
限
り
、
東
京

１０８
大
学
総
合
図
書
館
洒
竹
文
庫
に
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
と
『
尾
形
流
略
印
譜
』
が
、
東
京
都
立
中

央
図
書
館
加
賀
文
庫
に
『
尾
形
流
略
印
譜
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
本
稿
で

は
以
上
の
各
本
に
よ
っ
た
。

（

）
相
見
氏
註
（

）
前
掲
論
文
。
牧
野
宏
子
「
抱
一
の
光
琳
乾
山
顕
彰
資
料
」『
成
城
国
文
学
』
第
六
号
、

１０９

１０４

一
九
九
〇
年
。

（

）
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
で
光
琳
の
落
款
・
印
章
の
末
尾
に
深
江
芦
舟
が
用
い
た
「
蘆
舟
」
朱
文
円

１１０
印
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
従
来
は
、
文
化
一
〇
年
の
段
階
で
は
こ
の
印
を
光
琳
の
使
用
印
と
抱
一
が
誤
解
し

て
い
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
で
は
、
以
十
も
絵
師
名
や
略
伝
を
示

す
こ
と
な
く
落
款
・
印
章
の
み
を
載
せ
て
お
り
、
芦
舟
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
計
一
四
名
を

収
録
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
解
釈
が
正
し
い
と
す
る
と
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
増
補
さ
れ
た
の
は

順
定
と
信
武
の
二
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（

）
た
だ
し
、
雛
屋
立
甫
を
「
宗
達
（
の
）
弟
子
」
と
す
る
点
で
は
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
と
『
尾

１１１
形
流
略
印
譜
』
で
一
致
す
る
が
、
宗
仙
を
「
宗
達
の
弟
子
な
り
」、
喜
多
川
相
悦
を
「
宗
達
門
人
」
と
記
す

の
は
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
だ
け
で
あ
る
。『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
も
宗
仙
や
喜
多
川
相
悦
は
収
録

さ
れ
て
い
る
が
、
法
橋
に
叙
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
の
み
で
、
宗
達
と
の
関
係
に
は
触
れ
な
い
。

（

）
引
用
は
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
に
よ
る
。『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
、
同
内
容
な
が
ら
、
始
興
を

１１２
「
光
琳
の
遺
風
を
し
た
ひ
し
か
も
不
劣
も
の
有
」、
宗
理
を
「
光
琳
の
風
を
画
く
」、
長
洲
を
「
光
琳
の
遺
風

を
學
ふ
」、
一
樹
を
「
光
琳
宗
達
の
遺
風
有
り
」
と
し
、
新
し
く
項
目
を
立
て
た
「
蘆
々
子
」（
芦
舟
）
に
つ

い
て
「
光
琳
の
画
に
よ
く
似
た
り
」
と
す
る
。

（

）
光
琳
百
年
忌
遺
墨
展
の
出
品
目
録
と
み
ら
れ
る
も
の
の
一
部
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
○
十
八

１１３
大
黒

小
幅

当
日
返
却

文
晃
」
と
あ
る
（
相
見
氏
註
（

）、
中
村
氏
註
（

）
前
掲
論
文
）。

１０４

１０６

（

）
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
が
「
俵
屋
宗
達
は
住
吉
法
眼
如
慶
の
門
人
な
り
」
と
記
し
て
い
る
点
も
、

１１４

―５６―
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八

斎
藤
彦
麿
『
図
画
考
』
と
一
致
す
る
。

（

）
福
井
利
吉
郎
「
光
琳
の
師
と
し
て
の
山
本
素
軒
」『
藝
文
』
七
ノ
六
、
一
九
一
六
年
〔『
福
井
利
吉
郎
美
術

１１５
史
論
集
』
下
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
〕。

（

）
井
上
隆
明
『
新
訂
版

秋
田
書
画
人
伝
』
加
賀
屋
書
店
、
一
九
八
一
年
。
ま
た
、
文
化
一
二
年
版
『〈
江

１１６
戸
當
時
〉
諸
家
人
名
録
』
に
は
「〈
画
鑒
定
家
〉
阮
塘
〈
無
名
字
〉
〈
下
谷
三
味
線
堀
〉
菅
原
洞
齋
」〔『
近

世
人
名
録
集
成
』
第
二
巻
、
勉
誠
社
、
一
九
七
六
年
〕
と
あ
る
。

（

）
文
化
一
二
年
版
『〈
江
戸
當
時
〉
諸
家
人
名
録
』
に
も
「〈
画
女
史
〉
紅
藍
〈
又
号
菅
伴
／
洞
齋
妻
〉
〈
下

１１７
谷
三
味
線
堀
〉
谷
榮
子
」〔『
近
世
人
名
録
集
成
』
第
二
巻
〕
と
し
て
載
る
。

（

）
玉
蟲
敏
子
氏
も
『
画
師
姓
名
冠
類
鈔
』
の
成
立
を
洞
斎
が
主
催
し
た
展
観
会
の
成
果
と
さ
れ
て
い
る
（
同

１１８
氏
「
江
戸
の
古
画
趣
味
と
日
本
の
美
術
史
学
─
宗
達
「
平
家
納
経
」
補
修
説
と
牧
谿
伝
根
本
資
料
『
松
斎
梅

譜
』
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
」『
講
座
日
本
美
術
史

第
６
巻

美
術
を
支
え
る
も
の
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
五
年
、
三
〇
一
頁
）。

（

）
国
会
図
書
館
本
の
奥
書
に「
畫
師
姓
名
冠
類
鈔
全
部
十
三
巻
者
阮
塘
舘
菅
原
洞
齋
編
撰
之
者
也
／
天
保
五

１１９
季
午
秋
ヨ
リ
同
六
季
末
冬
至
終
寫

世
外
樓
蔵

〔
印
〕」
と
あ
る
。

（

）
「
浅
井
本
」
で
は
「
正
徳
六
〈
丙
申
〉
年
」
と
さ
れ
る
光
琳
の
没
年
が
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
「
享
保
元

１２０
年
丙
申
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
正
徳
六
年
六
月
二
十
二
日
に
改
元
さ
れ
て
享
保
元
年
に
な
っ
た
た
め
で
、

厳
密
に
は
「
浅
井
本
」
の
方
が
正
し
い
。
な
お
、
こ
の
光
琳
の
卒
年
と
墓
所
に
関
し
て
、『
画
師
姓
名
冠
類

鈔
』
で
は
「
浅
井
本
」
に
続
い
て
「
畧
印
譜
」
を
引
用
し
、「
妙
顕
寺
中
本
行
院
ニ
葬
ス
ト
ア
リ
正
徳
六
年

改
元
享
保
元
年
」
と
記
す
。

（

）
例
え
ば
、『
尾
形
流
略
印
譜
』で
６
オ
と
い
う
の
は
、
序
も
含
め
て
数
え
た
場
合
、
第
六
丁
表
に
当
該
落
款
・

１２１
印
章
が
載
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

（

）
た
だ
し
、
前
註
（

）
で
示
し
た
解
釈
が
正
し
い
と
す
る
と
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
で
も

１２２

１１０

２０

「
蘆
舟
」
朱
文
円
印
は
光
琳
の
使
用
印
で
は
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一

枚
摺
）』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
光
琳
の
落
款
・
印
章
は
す
べ
て
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
受
け
継
が
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

（

）
既
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
巻
末
に
あ
る
識
語
で
は
「
余
聚
緒
方
氏
印
、
盡
掇

１２３
拾
之
也
」
と
書
き
出
さ
れ
、『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
で
「
非
盡
掇
拾
之
也
」
と
い
う
の
と
異
な
っ
て

い
る
。
従
来
こ
れ
は
、
抱
一
が
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
識
語
の
版
下
を
書
く
と
き
か
版
木
が
彫
ら
れ
た
と
き

に
誤
っ
て
「
非
」
字
を
落
と
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
し
た
い
。

（

）
［
表
３
］
で
（
近
似
）
と
し
た
８
も
、
現
在
み
る
こ
と
が
で
き
る
『
画
師
姓
名
冠
類
鈔
』
が
写
本
で
『
尾

１２４
形
流
略
印
譜
』
も
版
本
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本
来
同
一
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（

）
「
元
禄
七
年
戌
ノ
十
月
晦
日
」
付
の
「
質
物
手
形
」
が
現
存
す
る
こ
と
を
、
山
根
有
三
氏
が
明
ら
か
に
さ

１２５
れ
た
（
同
氏
「
光
琳
年
譜
に
つ
い
て
」『
山
根
有
三
著
作
集
三

光
琳
研
究
一
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一

九
九
五
年
）。
年
紀
と
署
名
は
字
体
も
含
め
て
『
画
師
姓
名
冠
類
鈔
』
に
載
る
も
の
と
近
似
し
、「
か
り
主
」

と
い
う
記
載
も
あ
る
が
、
押
さ
れ
て
い
る
印
章
は
「
日
受
」
で
は
な
く
「
惟
富
」
で
あ
る
こ
と
を
山
根
氏
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（

）
『
文
晃
畫
談
』
に
は
「
坦
斎
」
の
他
、「
檜
山
貞
吉
」、「
鹿
島
坦
斎
」
な
ど
の
名
で
記
さ
れ
る
。「
鹿
嶋
」

１２６
と
い
う
の
は
、「
続
水
戸
紀
年
」（『
茨
城
県
史
料

近
世
政
治
編
Ⅰ
』
一
九
七
〇
年
）
に
「（
文
政
十
年
）
七

月
大
久
保
村
ノ
人
升
屋
源
兵
衞
戸
村
ノ
人
檜
山
坦
斎
此
二
人
今
江
戸
ニ
ア
リ
テ
書
畫
古
器
類
ノ
鑒
定
ヲ
善

ス
（
下
略
）」
と
あ
り
、
出
身
地
と
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

（

）
武
田
氏
、
註
（

）
前
掲
論
文
。

１２７

１０６

（

）
日
本
の
絵
師
の
略
伝
に
落
款
・
印
譜
を
添
え
て
刊
行
し
た
先
例
に
は
、『
弁
玉
集
』（
寛
文
一
二
年
刊
）
や

１２８
『
万
宝
全
書
』「
本
朝
畫
印
傳
」（
元
禄
七
年
刊
）
な
ど
が
あ
る
。

（

）
こ
の
作
品
の
点
数
に
つ
い
て
、『
光
琳
百
図
』
の
図
の
前
に
は
「
十
二
枚
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際

１２９
は
花
卉
や
波
を
描
い
た
十
五
枚
と
「
絵
ほ
ん
／
光
琳
」
と
文
字
だ
け
が
記
さ
れ
た
一
枚
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

（

）
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊

第
十
四
巻

美
術
書
集
一
』（
同
文
庫
、
一
九
七
八
年
）
一
八
五
〜
一
八
八
頁
。

１３０
（

）
玉
蟲
氏
が
註
（

）
前
掲
書
で
既
に
こ
の
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
五
四
〇
、
五
四
一
頁
）。

１３１

１０４

（

）
「
本
朝
畫
纂
（
覆
刊
）」『
美
術
研
究
』
第
八
六
〜
九
〇
号
、
一
九
三
九
年
。

１３２
（

）
洞
斎
が
主
催
し
た
古
書
画
展
観
会
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

１３３
（

）
洞
斎
は
、
本
稿
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
秋
田
藩
の
江
戸
藩
邸
詰
め
の
絵
師
で
あ
っ
た
が
、
同
藩
江
戸
留

１３４
守
居
役
を
勤
め
た
晩
得
（
哲
阿
弥
）
や
月
成
（
朋
誠
堂
喜
三
二
、
手
柄
岡
持
）
と
抱
一
は
俳
諧
を
通
し
て
親

し
く
交
わ
っ
て
い
る
。

（

）
田
中
喜
作
「
本
朝
畫
纂
に
就
き
て
」（『
美
術
研
究
』
第
八
六
号
、
一
九
三
九
年
）
に
よ
る
と
、
山
田
文
友

１３５
氏
旧
蔵
の
『
畫
學
齋
過
眼
圖
藁
』
の
中
に
も
、
同
じ
く
末
尾
に
「
文
化
六
年
己
巳
春
正
月
文
晃
識
」
と
記
し

た
『
本
朝
畫
纂
』
跋
文
の
草
稿
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
と
の
関

係
は
不
明
で
あ
る
。

（

）
『
本
朝
畫
纂
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
絵
師
及
び
そ
の
小
伝
の
ほ
と
ん
ど
が
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
に
載

１３６
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

（

）
河
野
、
西
本
両
氏
も
註
（

）
前
掲
論
文
で
、『
光
琳
百
図
』
を
中
心
に
、
抱
一
の
光
琳
顕
彰
が
「
典
拠

１３７

１０６

主
義
」
に
よ
り
「
実
証
的
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
一
七
〜
二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
基
盤
研
究
Ｂ
〕「
前
近
代
に
お
け
る
『
つ
か
の

間
の
展
示
』
研
究
」（
課
題
番
号
：
一
七
三
二
〇
〇
二
九
、
代
表
者

京
都
大
学
・
中
村
俊
春
）
の
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
八
年
九
月
十
七
日
受
理
）

―５５―



江戸時代における光琳像の変遷について（下─二） ─酒井抱一─

九

図７ 酒井抱一編
『尾形流略
印譜』（５オ
〜８ウ）
東京大学総
合図書館洒
竹文庫

図
８

菅
原
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
類
鈔
』
第
六
巻
（

ウ
〜

オ
）
国
立
国
会
図
書
館

１４

１８

―５４―

図６ 酒井抱一編『緒方流略印譜（一枚摺）』
東京大学総合図書館洒竹文庫



安 田 篤 生

一
〇

―５３―

捃印補正・補遺画師姓名冠字類鈔（第６巻）尾形流略印譜緒方流略印譜落款・印章
（印）『補正』８２オ（印）畧印譜ニ載ス （６−１７ウ）○（６オ）○（表）法橋光琳・「伊亮」（朱円）１
『補正』８２オ○（７オ）○（表）「方祝」（朱円）２
『補遺』２４オ畧印譜ニ載ス （６−１７ウ）○（６ウ）○（表）「道崇」（朱円）３
（印）『補遺』２５オ○（６ウ）○（表）法橋光琳・「青々」（朱円）４
『補正』８１ウ畧印譜ニ載ス （６−１８オ）○（６ウ）○（表）「方祝」（朱方）５

○（６オ）○（表）「方祝」（白方）６
（花押）畧印譜ニ載ス（６−１７ウ）○（８オ）○（表）法橋光琳（花押）７
（近似）（６−１６ウ）○（６オ）○（表）青々斎光琳・「寂明」（白方）８

『補遺』２４ウ○（６−１５オ）○（６ウ）○（表）「法橋光琳」（白長方）９
畧印譜ニ載ス（６−１８オ）○（６オ）○（表）「光琳」（白長方）１０

『補遺』２４オ畧印譜ニ載ス （６−１８オ）○（６オ）○（表）「光琳」（白小方）１１
（印）畧印譜ニ載ス（６−１８オ）○（７オ）○（裏）法橋光琳・「道崇」（朱方）１２
（印）畧印譜ニ載ス（６−１８オ）○（７オ）○（裏）法橋光琳・「道崇」（白小方）１３

『補正』８１ウ○（７オ）○（裏）「道崇」（白方）１４
『補正』８１ウ畧印譜ニ載ス （６−１８オ）○（８ウ）○（裏）「緒方」（朱方）１５

畧印譜ニ載ス（６−１８オ）○（７オ）○（裏）「間声」（朱方）１６
畧印譜ニ載ス（６−１８オ）○（７オ）○（裏）「澗聲」（白方）１７
畧印譜ニ載ス（６−１８オ）○（６ウ）○（裏）「□琳」（朱小方）１８
畧印譜ニ載ス（６−１８オ）○（７ウ）○（裏）「方□〔淑カ〕」（朱方）１９

○（裏）△「蘆舟」（朱円）２０
○（６ウ）法橋光琳・「方祝」（朱方）２１

畧印譜ニ載ス（６−１８オ）○（７オ）「間声」（白方）２２
（類似）『補正』８１ウ畧印譜ニ載ス （６−１８オ）○（７ウ）「光琳」（白方）２３
『補遺』２４オ（反転・白抜き） （６−１６オ）○（７ウ）「光琳」（朱円）２４

（白抜き） （６−１６オ）○（７ウ）「光琳」（朱円）２５
『補遺』２４ウ○（７ウ）「寂明」（白方）２６

写山楼蔵大黒ニアリ（６−１７オ）○（７ウ）「光琳」（朱小方）２７
畧印譜ニ載ス（６−１８オ）○（７ウ）「光琳」（朱方）２８

『補遺』２４ウ○（８オ）「澗声」（朱円）２９
（花押）畧印譜ニ載ス（６−１７ウ）○（８オ）法橋光琳（花押）３０

（印）『補遺』２４オ○（８オ）法橋光琳・「澗声」（白方）３１
畧印譜ニ載ス（６−１８オ）○（８ウ）「尾形」（朱瓢）３２

鹿嶋貞吉所持 （６−１７ウ）○（８ウ）元禄七年戌ノ十月晦日 尾形
光琳（花押）「日受」（朱円）３３

○（６−１５オ）「寂明」（朱方）３４
○（６−１５オ）「（印文不明）」（白長方）３５
○（６−１５オ）「光琳」（朱小方）３６
○（６−１５オ）「光琳」（朱小方）３７
○（６−１５オ）「緒方」（朱小方）３８
○（６−１５オ）「道崇」（白方）３９
○（６−１５オ）法橋光琳・「道崇」（白方）４０
福禄壽屋代太郎御持来（６−１５オ）法橋光琳・「寂明」（白方）４１
カモノエ（６−１５オ）法橋光琳・「道崇」（朱方）４２
布袋（６−１５オ）寂明光琳・「道崇」（白方）４３
○（６−１５ウ）逸幽・「方祝」（朱円）４４
龍虎二幅對大幅吉田長悦所持（６−１５ウ）「道崇」（白円）４５
墨繪鶴三幅對箱ニ法橋光琳筆トアリ二幅□人山木屋小左衛門携
来中幅ニ法橋光琳ト名書アリト仝人ノ談（６−１５ウ）

「（印文不明）」（不明）「弌樹」
（朱方）４６

娟子ノ画ニアリ（６−１５ウ）青々光琳・「澗声」（白方）４７
○（６−１５ウ）法橋光琳・「光琳」（朱方）４８
○（６−１５ウ）「日受」（朱重郭円）４９
○（６−１６オ）「方祝」（朱円）５０
○（６−１６オ）法橋光琳・「澗声」（朱円）５１
芥子芭蕉二ふく（６−１６オ）「（印文不明）」「方祝」（朱方）５２
扇面白梅月（６−１６オ）「伊亮」（朱円）５３
○（６−１６ウ）「澗聲堂」（朱長方）５４
白牡丹一リン折枝（６−１６ウ）「澗聲」（白方）５５

（印）『補遺』２４ウ○（６−１６ウ）青々斎光琳・「寂明」（朱方）５６
二幅對百鹿百鶴絹本四月九日片山五品より来ル（６−１６ウ）「方祝」（朱円）５７
絹本芥子ノ繪小里先生対見候此二顆朱印（６−１６ウ）「（印文不明）」（朱方）「方祝」（朱円）５８
○（６−１６ウ）法橋光琳・「緒方」（朱方）５９
○（６−１７オ）宝永七年亥九月尾形光琳（花押）６０
紙本蕨（６−１７オ）「法橋光琳」（朱方）６１
七月廿三日濱丁御殿より被下置候籠秋草□（６−１７オ）法橋光琳画・「（印文不明）」６２

［表３］

・落款・印章は，落款・「印文」の順で示す。「印文」の後の（ ）内に，朱文は朱，白文は白，円印は円，方印は方，小方印は小方，長方印は長方
などとして印の形状などを示す。


